
令和７年３月31日

　東御市議会議長　

山崎　康一 様

     

交付金額 200,000 円

支出金額 192,138 円

差引金額 7,862 円

（支出の内訳） （単位：円）

科　目 決　算　額 政務活動費充当額 説　明

調 査 研 究 費 225,056 189,056 視察研修等

研　修　費

広　報　費

広　聴　費

要望・陳情活動費

会　議　費

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費 3,082 3,082 市議会会議録代

人　件　費

事　務　所　費

計 228,138 192,138 

（実施事業）

事　業　名

会派視察研修
資料購入

様式第８号(第７条関係)

　　　　　　会　派　名　　さわやかな風の会　　　　　　　　　　

　　　　　　代表者氏名　　　長越　修一

令和６年度（下期）政務活動費収支報告書

　 東御市議会政務活動費の交付に関する規則第７条の規定により、下記のとおり、

 令和６年度（下期）政務活動費収支報告書を提出します。

記

事　業　内　容

【富山県　富山市・石川県　内灘町】行政視察
市議会会議録購入



２　経　費

金額（円）

交通費、宿泊代
等

新幹線代・レンタカー代（保険・手数
料・入館料含む）、宿泊代

197,840

ガソリン代 レンタカー 4,014

高速道路代
富山西→白山、
片山津→金沢西第一

2,730

視察先謝礼 視察先土産代 2,872

日当 @2,200×2日×4名 17,600 

225,056

政務活動記録簿

会派名 さわやかな風の会

事業名 議会会派行政視察【富山県 富山市・石川県 内灘町】

実施日 令和7年3月25日(火)26日(水)

参加議員 長越修一、山崎康一、滝澤栄一、佐藤裕太

１　東御市における課題と研修・調査の目的

【富山県 富山市】
気候変動により自然災害が激甚化するため、北陸地域の防災拠点を視察し、防災減災の観点から、
現在行われている対策を学ぶ
【石川県 内灘町】
能登半島地震による液状化のため、被害を受けた地域の現地視察を行う

使途項目 経費の内容と内訳

合　計

　※　裏面に本事業に要した領収書その他支出を証する書類を添付のこと

調査研究費

研　修　費

広　報　費

広　聴　費

要請･陳情活動費

会　議　費

資料作成費

資料購入費

人　件　費

事 務 所 費

(該当項目に(該当項目に○)(該当項目に○)



３　実施概要　（視察箇所ごとに記載）　　　            　　　　　　 　（№１）

実施日時 　令和 7 年 3月 25日

視察場所及び
部局等

　石川県富山市 富山防災センター

視察事項 　国土交通省が行っている地方整備局の業務について

（１）視察先概要

（２）視察事項について

（３）所感・市政に活かせること

（視察先の写真等がある場合は添付）

３　実施概要　（視察箇所ごとに記載）　　　            　　　　　　 　（№２）

報

告

内

容

　富山防災センターは、国土交通省北陸
整備局が整備した災害対策の拠点施設で
あり、平成13年に開所となった。
　北陸地方は、東西に500kmと長く、災害
対策活動を実施する場合は、新潟防災セ
ンター、上越防災支援センターと連携し
て災害対応にあたる
　災害活動時には、主に富山、石川県の
窓口機関を担い、公共施設及び管内自治
体の災害対応活動を行うが、首都圏災害
や南海トラフ巨大地震を始めとする広域
災害の支援も担当する。これらの詳細に
ついて説明を受けた。

　座学の説明では、担当者から本施設の
概要や最近の災害に対する対応状況につ
いて、実例を交えながら詳しく説明を受
けた。
　本施設は、ヘリポート・資材格納庫・
災害対応車両格納庫・災害対策棟からな
る４つのエリアで構成されている。
　災害対応車両としては、水害等に対応
する大型のポンプを複数台搭載した排水
ポンプ車や、大型で高光度の照明車が格
納されており、施設内で訓練のため動作
確認が行われており、非常時の対応に万
全を期すため、定期的に訓練が行われて
いました。

　昨年の1月に発生した能登半島地震では
、災害対応として、格納されていた大型
の車両が出動したが、道路状況が悪く中型
の車両の方が、機動力が高く活用できたと
の説明だった。
　いずれの災害においても、現地の状況を
いち早く確認して、対応可能な車両や備品
を選定することが、災害復旧に向けて、重
要な要素であると感じました。



実施日時 　令和 7 年 3月 26日

視察場所及び
部局等

　石川県　内灘町

視察事項 　能登半島地震における液状化被害の現状について

（１）視察先概要

（２）視察事項について

（３）所感・市政に活かせること

（視察先の写真等がある場合は添付）

報

告

内

容

　石川県内灘町では、能登半島地震に
おいて、液状化により、道路が波打ち
住宅が傾くなど甚大な被害を受けた。
　住宅の損傷状況や、地形の状況など
実際に現地へ赴き、被害の現状につい
て現地調査を行った。

　石川県内灘町では、町のHPにおいて液状
化による被害リスクに関する情報が公開され
ている。
この地域では、河北潟があり、砂丘の堆積物
が細かい粒子になっており、標高が低い緑辺
部では地下水位が高いため、地震の揺れが
長時間続いた場合、液状化が発生しやすい
地域になっている。
　現地では、液状化により側方流動が発生し
て、道路と宅地の境界が従来と比較して大き
くずれ動いており、甚大な被害が発生して、
今なお復旧が進んでいない現状を確認する
ことができた。

　自治体が発表している、ハザードマップ等を
日頃から確認を進めて、どの地域においてど
のような被害が発生するリスクが高いのかを、
改めて確認しておく必要があると強く感じました。



２　経　費

金　額（円）

市議会会議録購入代 ９月定例会　会議録 1,619 

〃 第２回臨時会（11/25）　会議録 238 

〃 12月定例会　会議録 1,225 

3,082 

政務活動記録簿

会派名 さわやかな風の会

事業名 東御市議会定例会等会議録購入

実施日

参加議員 長越修一、山崎康一、滝澤栄一、佐藤裕太

１　東御市における課題と研修・調査の目的

　議場内における議案の採決に至るまでの経過や議論された内容等について、会派内議員の
正確な情報共有を図るため、東御市議会定例会等の会議録を購入する。

使途項目 経費の内容と内訳

合　計

　※　裏面に本事業に要した領収書その他支出を証する書類を添付のこと

調査研究費

研　修　費

広　報　費

広　聴　費

要請･陳情活動費

会　議　費

資料作成費

資料購入費

人　件　費

事 務 所 費

(該当項目に○)(該当項目に○)


